
 1 

２
０
２
３
年
度 

第
１
回 

早
慶
上
理
難
関
国
公
立
大
模
試 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

 

問
一 

５
点 

  

ロ 
 

 
 

 

問
二 

５
点 

 

  

ハ 

 

問
三 

８
点 

 

Ｘ
＝
ハ 

 

Ｙ
＝
ニ 

 

 

問
四 

10
点 

︵
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
〇
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
４
点 

 

雑
多
な
素
材
が
こ
れ
以
上
の
処
理
方
法
が
な
い
と
思
わ
れ
る
仕
方
で
組
織
化
さ
れ
る
一
方
、
作
者
の
関
心
が
局
部
に
限
定
さ
れ 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
〇
２
点 

る
こ
と
な
く
、
総
体
を
把
握
し
、
組
織
し
て
い
る
も
の
。
︵
70
字
︶ 

 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
雑
多
な
素
材
が
こ
れ
以
上
の
処
理
方
法
が
な
い
と
思
わ
れ
る
仕
方
で
組
織
化
さ
れ
る
」
（
４
点
） 

 

△
「
雑
多
な
」
「
組
織
化
」
の
要
素
が
書
け
て
い
る
場
合
、
▲
２
点
減
点
で
△
２
点
。 

Ｂ
「
作
者
の
関
心
が
局
部
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
」
（
４
点
） 

 
 

△
「
局
部
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
」
を
単
に
「
局
部
で
な
く
」
の
よ
う
に
「
限
定
」
の
要
素
が
書
け
て
い
る
場
合
▲
１
点

減
点
で
△
３
点
。 

Ｃ
「
総
体
を
把
握
し
、
組
織
し
て
い
る
」
（
２
点
） 

 

△
「
把
握
」
の
要
素
が
書
け
て
い
る
場
合
、
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

問
５ 

６
点 

  
 

イ 
 
 



 2 

問
６ 

10
点 

︵
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
４
点 

 

絵
具
の
抵
抗
を
執
拗
に
画
面
に
塗
り
こ
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
面
そ
の
も
の
に
対
す
る
自
分
自
身
の
抵
抗
に
ま
で
た
か 

 
 
 

Ｃ
〇
３
点 

め
、
自
分
の
組
織
体
の
一
部
に
変
え
よ
う
と
す
る
意
図
。
︵
70
字
︶ 

 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
絵
具
の
抵
抗
を
執
拗
に
画
面
に
塗
り
こ
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
」
（
３
点
） 

 

△
「
捨
て
て
は
盛
り
上
げ
る
と
い
う
行
為
の
繰
返
し
に
よ
っ
て
」
の
み
は
△
２
点
。 

 

Ｂ
「
画
面
そ
の
も
の
に
対
す
る
自
分
自
身
の
抵
抗
に
ま
で
た
か
め
」（
４
点
） 

 

Ｃ
「
自
分
の
組
織
体
の
一
部
に
変
え
よ
う
と
す
る
意
図
」（
３
点
） 

 

▲
末
尾
が
「
た
め
」
「
か
ら
」
「
の
で
」
な
ど
不
適
切
な
場
合
は
全
体
か
ら
▲
１
点
減
点
。 

  

問
７ 

６
点 

  
 

ホ 
 
 

 



 3 

二 

（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

  

問
一 

８
点
（
２
点×

４
） 

  
 

１ 

領
分 

 

２ 

惰
性 

 

３ 

依
然 

 

４ 

還
元 

 

問
二 

４
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

  
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 

社
会
的
な
複
雑
性
を
縮
減
し
、 

生
活
態
度
を
単
純
化
す
る
こ
と
。（
25
字
）（
４
点
） 

 
 

 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
社
会
的
な
複
雑
性
を
縮
減
し
」
（
２
点
） 

✖
「
社
会
的
複
雑
性
の
縮
減
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

 
 Ｂ

「
生
活
態
度
を
単
純
化
す
る
こ
と
」（
２
点
） 

 

✖
「
生
活
態
度
の
単
純
化
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

 

〇
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
「
～
た
め
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
「
～
す
る
戦
略
」
も
、
可
〇
。 

  

問
三 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 

Ｂ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
〇
３
点 
 
 
 
 
 

Ｄ
〇
３
点 

 
 
 
 
 

情
報
環
境
の
中
心
が
、 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
利
用
の
も
の
に 

変
化
し
て
き
て
い
る
状
況
。
（
40
字
） 

  

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

※
四
〇
字
以
内
で
答
え
る
設
問
。
一
九
字
以
下
の
も
の
は
以
下
の
加
点
要
素
が
あ
っ
て
も
、
全
体
不
可
✖
０
点
。 

 Ａ
「
情
報
環
境
の
中
心
が
」（
３
点
） 

✖
「
異
変
が
起
き
て
い
る
」
の
が
「
情
報
環
境
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

→

「
情
報
環
境
の
変
化
に
よ
り
」
な
ど
、
前
提
と
し
て
「
情
報
環
境
の
変
化
」
が
あ
る
よ
う
な
も
の
は
不
可
。
✖
０
点
。 

 

Ｂ
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
」
（
３
点
） 

 

✖
「
異
変
（
＝
変
化
）
」
の
か
つ
て
の
状
況
と
し
て
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

 

〇
「
～
で
は
な
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
Ｂ
に
入
っ
て
い
な
く
て
も
、
Ｂ
以
外
の
要
素
を
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

△
「
新
聞
や
テ
レ
ビ
」
の
よ
う
に
、
具
体
例
の
場
合
は
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 



 4 

 
Ｃ
「
ネ
ッ
ト
利
用
の
も
の
に
」
（
３
点
） 

✖
「
異
変
（
＝
変
化
）
」
の
近
年
の
状
況
と
し
て
「
ネ
ッ
ト
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０

点
。 

 
 

△
「
携
帯
電
話
」
な
ど
の
具
体
例
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

Ｄ
「
変
化
し
て
き
て
い
る
状
況
」
（
３
点
） 

 

✖
単
に
「
変
化
し
た
」
と
せ
ず
、「
徐
々
に
」
の
意
味
合
い
を
明
確
に
し
て
「
変
化
し
て
き
て
い
る
」
と
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

 

問
四 

４
点 

 

ハ 

  

問
五 

７
点 

 

ニ
・
へ 

（
完
答
） 

  

問
六 

15
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
を
発
見
し
、 

Ｂ
○
３
点 

そ
の
中
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
点
を
指
摘
し
、 

 

Ｃ
○
３
点 

代
案
の
提
案
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、 

Ｄ
○
３
点 

メ
デ
ィ
ア
も
改
善
さ
れ
る
と
い
う 

Ｅ
○
３
点 

よ
い
循
環
が
生
ま
れ
る
か
ら
。
（
80
字
）
（
15
点
） 

 

 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

※
八
〇
字
以
内
で
答
え
る
設
問
。
三
九
字
以
下
の
も
の
は
以
下
の
加
点
要
素
が
あ
っ
て
も
、
全
体
不
可
✖
０
点
。 

 Ａ
「
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
を
発
見
し
」
（
３
点
） 

✖
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
よ
る
批
判
的
態
度
」
に
よ
っ
て
、
「
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
を
発
見
す
る
」
こ
と
を
説
明
し
て
い

な
い
も
の
は
は
✖
０
点
。 
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Ｂ
「
そ
の
中
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
点
を
指
摘
し
」
（
３
点
） 

 
✖
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
よ
る
批
判
的
態
度
」
に
よ
っ
て
、「
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
」
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い

も
の
は
✖
０
点
。 

 

Ｃ
「
代
案
の
提
案
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
」
（
３
点
） 

 

✖
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
よ
る
批
判
的
態
度
」
に
よ
っ
て
、
「
代
案
を
考
え
る
」
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

 

Ｄ
「
メ
デ
ィ
ア
も
改
善
さ
れ
る
と
い
う
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
側
が
「
改
善
さ
れ
る
」
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 

 

Ｅ
「
よ
い
循
環
が
生
ま
れ
る
か
ら
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
よ
っ
て
、
要
素
Ｄ
に
な
り
、
そ
れ
が
「
よ
い
循
環
で
あ
る
」
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
✖
０
点
。 
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三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
合
計
50
点
） 

 

問
一 
１
点×

３
＝
３
点 

 

甲 

い 
 
 

乙 

は 
 

丙 

ふ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖
い
ず
れ
も
正
解
以
外
は
✖
。 

※
１
字
指
定
。 

 

甲 

✖
不
正
解 

 
 

例 

ゐ
・
で
・
い
で 
等
。 

乙 

✖
不
正
解 

例 

は
し
・
わ 

等 

 

丙 

✖
不
正
解 

例 

よ
・
ふ
る
・
こ 

等 

  

問
二 

（
１
点
＋
１
点
）×

３
＝
６
点 

 

Ｘ 

断
定
・
連
用
形 

 

Ｙ 

存
続
・
連
体
形 

※
「
完
了
」
で
も
○
。 

 

Ｚ 

自
発
・
已
然
形 

 

 
 
 
 
 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖
字
数
指
定
は
な
い
が
、
正
解
の
通
り
で
な
い
と×

。 

 

✖
活
用
形
に
「
形
」
が
な
い
場
合
は
、
活
用
形
は×

。 

 

✖
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
、
仮
名
が
交
じ
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

〇
句
読
点
不
要
（
不
問
）
。 

  

問
三 

３
点×

３
＝
９
点 

 

甲 

イ 
 
 

乙 

ホ 
 
 
 

丙 

ハ 
 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
記
号
の
み
（
各
１
字
）
。 

 

✖
記
号
を
重
複
し
て
答
え
て
い
る
場
合
は
、
正
解
し
て
い
る
も
の
も
含
め
、
い
ず
れ
✖
不
正
解
と
す
る
。 

 

〇
句
読
点
不
要
（
不
問
）
。 

  



 7 

問
四 

３
点×

２
＝
６
点 

 

Ａ 
３
点 

（
解
答
例
） 

 
 

Ａ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
１
点 

 

物
思
い
に
耽
る
の
に 

堪
え
ら
れ
な
く
て
、 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
物
思
い
に
耽
る
の
に
」
（
２
点
） 

 

※
「
な
が
め
」
の
現
代
語
訳 

 

〇
「
物
思
い
に
耽
る
・
物
思
い
に
沈
む
・
物
思
い
す
る
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｂ
「
堪
え
ら
れ
な
く
て
、
」（
１
点
） 

 

※
「
な
が
め
」
の
現
代
語
訳 

 

〇
要
素
Ａ
の
行
為
を
す
る
の
が
「
つ
ら
く
て
・
嘆
か
わ
し
く
て
・
飽
き
て
・
〜
し
て
い
ら
れ
な
く
て
・
我
慢
し
き
れ
ず
」 

 
 

等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

✖
「
物
思
い
に
ふ
け
り
つ
ら
く
て
」
の
よ
う
に
要
素
Ａ
の
行
為
と
平
行
し
て
「
つ
ら
い
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
✖
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

３
点 

（
解
答
例
） 

 
 

Ａ
〇
１
点 

Ｂ
〇
１
点 

 
 
 

Ｃ
〇
１
点 

 

そ
っ
と 

簾
の
隙
間
か
ら 

見
る
と
、 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
そ
っ
と
」（
１
点
） 

 

※
「
や
を
ら
」
の
現
代
語
訳 

 

〇
「
﹁
静
か
に
・
お
も
む
ろ
に
・
そ
ろ
そ
ろ
と
・
ゆ
っ
く
り
﹂
で
も
よ
い
〇
︒ 

 

✖
﹁
だ
ん
だ
ん
・
徐
々
に
・
次
第
に
・
少
し
ず
つ
﹂
︑
﹁
不
意
に
・
突
然
﹂
︑
﹁
や
お
ら
﹂
の
ま
ま
は
✖
︒ 

   

Ｂ
「
簾
の
隙
間
か
ら
」（
１
点
） 

 

※
「
簾
の
ひ
ま
よ
り
」
の
現
代
語
訳 

 

〇
「
隙
間
」
は
「
透
き
間
・
間
」
等
で
も
よ
い
〇
。 

  

Ｃ
「
見
る
と
」（
１
点
） 

 

※
「
見
る
に
」
の
現
代
語
訳 

 

✖
「
と
」
が
「
の
に
・
の
で
」
等
、
別
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
✖
。 
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問
五 

６
点
＋
４
点
＝
10
点 

 

Ｂ 

（
６
点
） 

（
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
で
は
心
ひ
か
れ
る
音
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
笛
の
音
が
、
中
国
で
聞
く
と
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
趣
深
く
聞
こ 

 

え
る
、
と
い
う
こ
と
。（
６
点
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 Ａ
「
日
本
で
は
心
ひ
か
れ
る
音
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
笛
の
音
が
、」
（
３
点
） 

 

〇
「
日
本
で
は
心
ひ
か
れ
な
か
っ
た
笛
の
音
が
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

〇
「
心
ひ
か
れ
な
い
」
は
「
親
し
み
が
持
て
な
い
・
素
晴
ら
し
く
思
え
な
い
・
慕
わ
し
く
な
い
」
等
で
も
よ
い
。 

 

▲
「
な
つ
か
し
く
な
い
」
は
▲
２
点
減
点
。 

 

✖
「
音
」
が
「
声
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
✖
。 

 
 

〇
「
日
本
で
は
」
は
「
自
国
で
は
・
我
が
国
で
は
・
自
分
の
国
で
は
」
で
も
よ
し
〇
と
す
る
。 

▲
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 
 

〇
「
笛
」
は
「
篳
篥
・
笛
・
縦
笛
・
簫
・
楽
器
」
で
も
よ
い
〇
。 

▲
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

  

Ｂ
「
中
国
で
聞
く
と
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
趣
深
く
聞
こ
え
る
、
と
い
う
こ
と
。」
（
３
点
） 

 

〇
「
場
所
が
ら
か
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

〇
「
中
国
で
は
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
趣
深
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

〇
「
中
国
」
は
「
唐
」
で
も
よ
い
。 

✖
「
こ
こ
」
は
✖
。 

▲
「
中
国
で
は
」
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

✖
「
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
」
も
「
趣
深
く
」
も
な
い
場
合
は
✖
。 

 

〇
「
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
」
は
「
比
べ
る
物
が
な
い
ほ
ど
に
」
等
で
も
よ
い
〇
。 

 
 

▲
「
趣
深
く
」
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 
 

〇
「
趣
深
く
」
は
「
素
晴
ら
し
く
・
美
し
く
・
良
く
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

▲
「
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
」
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

Ｃ 

（
４
点
） 

（
解
答
例
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先
帝
の
喪
に
服
す
期
間
で
あ
る
の
で
、
、 

Ｂ
○
２
点 

 

管
弦
の
音
を
立
て
る
こ
と
を
控
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。
（
４
点
） 

  

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

※
各
要
素
単
独
採
点
。 

 Ａ
「
先
帝
の
喪
に
服
す
期
間
で
あ
る
の
で
、」
（
２
点
） 
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〇
「
先
帝
の
服
喪
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
〇
「
先
帝
」
は
「
亡
く
な
っ
た
帝
・
帝
」
で
も
よ
い
。 

▲
こ
れ
が
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

〇
「
喪
に
服
す
」
は
「
服
喪
・
喪
中
・
死
者
を
偲
ぶ
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
管
弦
の
音
を
立
て
る
こ
と
を
控
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。」
（
２
点
） 

 

〇
「
管
弦
」
は
「
楽
器
」
で
も
よ
い
。 

✖
「
糸
竹
」
の
ま
ま
は
✖
。 

 

△
「
管
弦
・
楽
器
」
の
意
は
あ
る
が
、
「
音
」
の
意
が
な
い
場
合
は
△
１
点
。 

 

△
「
管
弦
・
楽
器
」
の
意
が
な
く
、
「
音
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
△
１
点
。 

 

〇
「
控
え
る
」
は
「
慎
む
・
自
粛
す
る
・
や
め
る
・
止
め
る
」
等
で
も
よ
い
。
。 

  

問
六 

７
点×

２
＝
14
点 

 

Ｅ （
解
答
例
） 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
〇
１
点 

 

Ｃ
〇
１
点 

Ｄ
〇
１
点 

言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
に
か
ぐ
わ
し
い 

梅
の
香
り
に
、
少
将
は 
そ
の
場
か
ら
出
て
行
こ
う
と
い
う 

Ｅ
○
２
点 

気
持
ち
も
し
な
い
の
で
、
（
７
点
） 

  

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
に
か
ぐ
わ
し
い
」
（
２
点
） 

 

△
「
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
」
の
意
が
あ
れ
ば
△
１
点
。 

 
 

〇
「
言
い
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
」
は
「
表
現
の
方
法
が
な
い
ほ
ど
・
何
と
も
言
え
な
い
・
名
状
し
が
た
い
」
等
で
も
よ
い
。 

 

△
「
か
ぐ
わ
し
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
△
１
点
。 

 

〇
「
か
ぐ
わ
し
い
」
は
「
良
い
・
素
晴
ら
し
い
・
魅
力
的
な
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
梅
の
香
り
に
、」
（
１
点
） 

 

✖
「
梅
」
や
「
香
り
」
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

〇
「
梅
」
は
「
梅
の
花
」
で
も
よ
く
、
「
香
り
」
は
「
匂
い
・
美
し
さ
」
で
も
よ
い
〇
。 

  

Ｃ
「
少
将
は
」（
１
点
） 

 

※
位
置
は
解
答
の
ど
こ
に
あ
っ
て
も
よ
い
。 

  

Ｄ
「
そ
の
場
か
ら
出
て
行
こ
う
と
い
う
」
（
１
点
） 

〇
「
そ
の
場
か
ら
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

〇
「
出
て
行
こ
う
」
は
「
立
ち
去
る
・
去
る
・
出
る
・
退
出
す
る
・
出
発
す
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

✖
「
立
つ
・
立
っ
て
い
る
」
等
は
✖
。 

 

Ｅ
「
気
持
ち
も
し
な
い
の
で
、」
（
２
点
） 

△
「
気
持
ち
も
し
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
△
１
点
。 
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〇
「
気
持
ち
」
は
「
気
・
気
分
・
心
地
」
等
で
も
よ
い
。 

 
〇
右
の
【
１
点
】
が
あ
り
、
文
末
が
「
の
で
・
か
ら
・
た
め
」
に
な
っ
て
い
れ
ば
〇
２
点
。 

 

Ｆ （
解
答
例
） 

Ａ
○
２
点 

 
 
 

Ｂ
〇
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
〇
２
点 

笛
の
音
を
尋
ね
、
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
こ
こ
へ
来
た
旨
を 

少
将
は
言
う
け
れ
ど
、 

女
は
返
事
を
す
る
こ
と
も
な
い
。 

（
７
点
） 

 

〇
﹁
笛
の
音
を
尋
ね
︑
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
こ
こ
へ
来
た
﹂
の
箇
所
に
﹁ 

﹂
が
付
け
ら
れ
て
い
て
も
よ
い
︒ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
笛
の
音
を
尋
ね
、」
（
２
点
） 

 

✖
「
音
」
の
意
が
な
い
場
合
、
「
音
」
が
「
声
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
✖
。 

 

〇
「
尋
ね
」
は
「
探
し
・
求
め
・
訪
ね
・
の
方
へ
行
き
・
の
方
へ
来
て
」
等
で
も
よ
い
。 

▲
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

▲
「
笛
」
の
意
が
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 

〇
「
笛
」
は
「
簫
・
篳
篥
・
縦
笛
・
楽
器
」
で
も
よ
し
〇
と
す
る
。 

  

Ｂ
「
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
こ
こ
へ
来
た
旨
を
」
（
２
点
） 

 

〇
「
月
に
誘
わ
れ
て
来
た
旨
を
・
月
の
誘
い
で
来
た
と
・
月
に
導
か
れ
て
来
た
こ
と
を
」
の
意
が
あ
れ
ば
〇
２
点
。 

 

〇
「
旨
を
」
は
「
こ
と
を
・
と
・
理
由
を
」
等
で
も
よ
い
。 

 

△
「
来
た
」
の
意
が
な
い
場
合
は
△
１
点
。
「
来
た
」
の
対
象
を
表
す
「
女
の
も
と
へ
」
の
有
無
は
不
問
。 

  

Ｃ
「
少
将
は
言
う
け
れ
ど
」
（
１
点
） 

 

✖
「
少
将
は
」
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

〇
「
少
将
は
」
の
あ
る
位
置
は
ど
こ
で
も
よ
い
。 

  

Ｄ
「
女
は
返
事
す
る
こ
と
も
な
い
。」
（
２
点
） 

 

△
「
女
は
」
の
意
が
な
い
場
合
は
△
１
点
。 

〇
「
女
は
」
の
あ
る
位
置
は
ど
こ
で
も
よ
い
。 

〇
少
将
が
「
言
っ
た
」
相
手
と
し
て
「
女
に
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
よ
い
。 

 

▲
「
女
は
」
は
「
誰
も
」
で
は
不
可
。
よ
っ
て
、
▲
１
点
減
点
。 

 

〇
「
返
事
を
す
る
」
は
「
返
答
を
す
る
・
答
え
る
・
応
え
る
」
で
も
よ
い
。 

  

問
七 

１
点×

２
＝
２
点 

 

ロ
・
ニ 
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四 
漢
文 

５
０
点 

 
 

  

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

 

ａ 

み
づ
か
ら
（
み
ず
か
ら
） 

ｂ 

い
へ
ど
も
（
い
え
ど
も
） 

ｃ 

た
ま
た
ま 

 
 
 
     

 

ｄ 

か
つ
て 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

＊
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
現
代
仮
名
遣
い
が
混
ざ
っ
て
い
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る
こ
と
。 

✖
送
り
仮
名
の
不
足
は
✖
０
点
。 

 

例 

ａ
✖
「
み
づ
か
」
「
み
づ
」
な
ど
。 

 
 
 

ｂ
✖
「
い
へ
ど
」
「
い
へ
ど
も
」
な
ど
。 

 
 
 

ｃ
✖
「
か
つ
」
。 

 

問
二 

４
点×

２
＝
８
点 

 

 

（
解
答
例
） 

Ｘ 

人
柄 

 

Ｙ 

ひ
ど
く
怒
っ
て 

 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ｘ 
 〇

「
性
格
」
「
性
質
」
「
性
向
」
「
気
質
」
「
生
れ
つ
き
」
な
ど
も
可
〇
。 

 

Ｙ 
 〇

「
ひ
ど
く
憤
っ
て
」
「
ひ
ど
く
く
や
し
が
っ
て
」
「
無
念
に
思
う
」
「
歯
ぎ
し
り
を
し
て
」
な
ど
可
〇
。 

 
 

〇
「
ひ
ど
く
」
が
な
く
と
も
可
〇
。 

 
 

〇
「
怒
る
」
「
憤
慨
す
る
」
な
ど
言
い
切
り
で
答
え
て
も
可
〇
。 

  

問
三 

５
点 

 

 

（
解
答
） 

使
三

十 

二 

県 

持
レ

疏 

斂
二 

之 

民
一 

 ［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
完
答
の
み
５
点 

 

△
送
り
仮
名
も
施
し
て
い
る
も
の
は
、
送
り
仮
名
も
正
確
な
場
合
の
み
２
点
を
与
え
る
。 

 

 

「
使

 

メ
ン
ト
ス
ル
モ

三

十 

二 

県

 

ヲ
シ
テ

持

 

シ
テ

レ

疏

 

ヲ 

歛

 

メ

二

之

 

ヲ 

民

 

ヨ
リ

一

」 
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問
四 

４
点×

２
＝
８
点 

 

 
Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 

Ｂ
○
２
点 

 

（
解
答
例
） 

咎
め
立
て 

し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

〇
「
わ
ざ
わ
ざ
問
い
詰
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
」
な
ど
可
。 

〇
Ａ
「
咎
め
る
」
は
「
問
い
詰
め
る
」
「
詰
問
す
る
」
「
罰
す
る
」
な
ど
も
可
〇
。 

○
Ｂ
「
す
す
ん
で
～
す
る
こ
と
は
し
な
い
」
を
「
決
し
て
～
し
な
い
」
と
し
て
い
て
も
可
〇
と
す
る
。 

△
Ｂ
「
敢
え
て
」
を
訳
さ
ず
そ
の
ま
ま
「
敢
え
て
（
あ
え
て
）
」
と
し
て
も
の
は
△
１
点
。 

✖
Ｂ
「
敢
へ
て
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
な
く
、
単
に
「
莫
し
」
だ
け
訳
し
た
、
「
な
か
っ
た
」
の
み
は
Ｂ
加
点
ナ
シ
。 

  

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 

（
解
答
例
） 

す
ぐ
れ
た
長
官
が
い
る
の
を 

知
っ
て
い
た
か
。 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

✖
疑
問
文
で
な
い
も
の
は
不
可
✖
。 

〇
Ａ
「
す
ぐ
れ
た
」
は
「
優
秀
な
」
「
秀
で
た
」
「
有
能
な
」
な
ど
で
〇
。 

〇
Ａ
「
長
官
」
は
「
県
令
」
「
官
吏
」
「
役
人
」
も
可
〇
。 

〇
Ｂ
「
知
っ
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
」
と
し
て
も
可
〇
。 

〇
Ｂ
「
知
ら
な
い
か
」
も
可
〇
。 

  

問
五 

３
点×

２
＝
６
点 

 

 

（
解
答
） 

Ｄ 

内
臣
（
使
者
） 

 
 

Ｅ 

黄
琮
（
琮
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ｄ 

（
３
点
） 

〇
「
内
臣
」
ま
た
は
「
使
者
」
。 

✖
「
臣
」
は
不
可
✖
。 

 
 

✖
「
廉
訪
」
「
県
令
」
も
不
可
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

（
３
点
） 

〇
「
黄
琮
」
ま
た
は
「
琮
」
。 

※
玉
（
王
）
偏
と
「
宗
」
を
「
宋
」
に
す
る
誤
字
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

△
「
黄
」
は
１
点
。 

 
 
 

✖
「
県
令
」
は
不
可
✖
。
（
「
黄
琮
」
と
特
定
で
き
な
い
。
） 
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問
六 
６
点 

 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 

（
解
答
例
） 
立
派
な
人
物
に
は 

良
い
報
い
が
あ
る 

と
い
う
こ
と
。（
20
字
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
Ａ
「
立
派
な
」
は
「
善
（
良
）
い
」
「
正
し
い
行
い
を
す
る
」
「
す
ぐ
れ
た
」
な
ど
も
可
〇
。 

〇
「
良
い
報
い
」
は
「
果
報
」
な
ど
可
〇
。 

〇
句
点
は
な
く
と
も
可
。 

  

問
七 

９
点 

 

   
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

（
解
答
例
） 

賄
賂
を
贈
ら
ず
に
内
臣
に
悪
口
を
言
わ
れ
た
黄
琮
だ
が
、 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

内
臣
が
徽
宗
に
優
秀
な
人
物
を
問
わ
れ
た
と
き
に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

黄
琮
の
名
し
か
思
い
出
せ
ず
褒
め
ち
ぎ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、 

Ｄ
○
２
点 

出
世
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。（
78
字
） 

  

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
賄
賂
を
贈
ら
ず
に
内
臣
に
悪
口
を
言
わ
れ
た
黄
琮
だ
が
、」
（
３
点
） 

※
「
禍
」
の
部
分
の
説
明 

△
「
賄
賂
を
贈
ら
ず
に
」
が
無
く
、
た
だ
「
悪
口
を
言
わ
れ
た
」
「
嫌
わ
れ
た
」
な
ど
は
△
２
点
。 

〇
「
賄
賂
を
贈
ら
ず
に
」
が
無
く
て
も
、
「
黄
琮
が
清
廉
／
厳
格
な
人
物
で
あ
っ
た
た
め
」
と
い
う
内
容
が
あ
れ
ば
〇
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
「
内
臣
が
徽
宗
に
優
秀
な
人
物
を
問
わ
れ
た
と
き
に
、」（
２
点
） 

※
「
徽
宗
」
が
「
優
秀
な
人
物
、
県
令
」
を
尋
ね
た
点 

△
た
だ
「
尋
ね
ら
れ
た
」
だ
け
で
は
△
１
点
。 

 Ｃ
「
黄
琮
の
名
し
か
思
い
出
せ
ず
褒
め
ち
ぎ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、」
（
２
点
） 

※
「
黄
琮
の
名
し
か
思
い
出
せ
ず
」
「
（
黄
琮
を
）
褒
め
た
」
に
各
１
点
。 

 

〇
「
福
」
の
具
体
化
。
「
出
世
し
た
」
「
高
く
評
価
さ
れ
た
」
「
知
事
補
佐
に
抜
擢
さ
れ
た
」
な
ど
。 

   

以
上 
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